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小児アレルギー
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こ
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ふ

か
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突
然
、台
所
で
赤
ち
ゃ
ん
の
泣
き
声
が
し
て
、

お
母
さ
ん
が
駆
け
つ
け
る
と
、そ
こ
に
は
顔
を

真
っ
赤
に
腫
ら
し
た
赤
ち
ゃ
ん
の
姿
が
・・・
。側

に
は
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
空
き
容
器
が
転
が
っ
て
い

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、我
が
家
の
次
男
が
は
じ
め
て
牛
乳
ア

レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
し
た
時
の
状
況
で
す
。ハ
イ
ハ

イ
で
移
動
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
ウ
ー
マ
ク
ー

（
や
ん
ち
ゃ
）次
男
は
、ゴ
ミ
箱
か
ら
、お
兄
ち
ゃ

ん
の
食
べ
た
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
容
器
を
発
見
！
こ

れ
ま
で
完
全
母
乳
栄
養
で
、粉
ミ
ル
ク
も
飲
ん
だ

こ
と
が
な
か
っ
た
次
男
は
、ヨ
ー
グ
ル
ト
容
器

を
、こ
れ
で
も
か
と
舐
め
回
し
た
よ
う
で
す
。

　
当
時
私
が
勤
務
す
る
病
院
に
連
れ
て
こ
ら
れ

た
時
に
は
、全
身
が
真
っ
赤
で
、目
の
白
い
部
分

も
腫
れ
あ
が
り
、ゼ
ー
ゼ
ー
息
を
し
て
い
る
状
態

で
し
た
。幸
い
、薬
を
飲
ま
せ
て
、吸
入
を
し
、す

ぐ
に
処
置
を
し
た
の
で
症
状
は
治
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、明
ら
か
に
ヨ
ー
グ
ル
ト
が
原
因

と
分
か
る
「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
」の
診
断
は
、難

（食物アレルギー診療ガイドライン 2012 より改変）

医 療 特 集

は
じ
め
に

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。原
因
食
品
と
食
べ
た
時
の
症

状
が
分
か
っ
て
い
ま
す
の
で
、牛
乳
が
含
ま
れ
て

い
る
食
品
を
食
べ
さ
せ
な
い
こ
と
（
原
因
食
物

の
除
去
）で
対
応
し
ま
す
。　
　

　
し
か
し
、食
物
除
去
を
い
つ
ま
で
続
け
る
の

か
、食
べ
た
こ
と
が
な
い
食
品
に
ア
レ
ル
ギ
ー
が

あ
る
か
ど
う
か
を
診
断
す
る
に
は
、病
院
で
の
診

察
と
検
査
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
と
は
、あ
る
特
定
の
食
品
を

食
べ
る
と
、じ
ん
ま
疹
・
か
ゆ
み
・
咳
な
ど
の
症

状
が
出
現
す
る
「
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
」で
す
。原

因
と
な
る
食
品
は
様
々
で
す
が
、乳
幼
児
期
で
は

卵
、牛
乳
、小
麦
が
原
因
と
な
る
こ
と
が
多
い
で

す
。下
表
の
年
齢
別
原
因
食
品
の
表
を
ご
参
考
下

さ
い
。原
因
食
品
を
食
べ
た
と
き
の
症
状
も
ま

た
、ひ
と
り
ひ
と
り
違
い
ま
す
。皮
膚
症
状
の
み

の
、軽
症
な
場
合
も
多
い
の
で
す
が
、ア
ナ
フ
ィ

小児科医

新垣 洋平医師
あらかき　ようへい

ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
の
重
症
な
症
状
を
起

こ
す
場
合
も
あ
り
、き
ち
ん
と
し
た
診
断
と
食
事

管
理
（
原
因
食
物
の
除
去
）が
必
要
に
な
り
ま
す
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

表 1：年齢別のアレルギー原因食品
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『保育所における食物アレルギーに関する全国調査』

（日本保育園保健協議会、平成 21 年）

3

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
診
断
に
つ
い
て

表 2：保育所における食物アレルギーの有病率

表 3：実際の抗原特異的lgE 抗体検査の結果

（筆者の子供のもの）
1歳 4歳

　
わ
が
国
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
病
率
は
、乳

児
で
約
５
〜
１０
％
、幼
児
で
約
５
％
、学
童
期
以

降
が
１
．５
〜
３
％
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、年
齢

と
と
も
に
有
病
率
は
減
少
す
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
（
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２

０
１
２
よ
り
）。

　
平
成
２１
年
の
「
保
育
所
に
お
け
る
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
に
関
す
る
全
国
調
査
」（
日
本
保
育
園
保

健
協
議
会
）で
は
、１
歳
を
ピ
ー
ク
に
年
々
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
病
率
が
低
下
し
て
い
く
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
（
下
の
表
2
を
参
照
く
だ
さ

い
）。

　
胃
腸
な
ど
消
化
管
の
発
達
や
免
疫
系
の
成
熟

な
ど
、か
ら
だ
の
成
長
に
と
も
な
っ
て
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
は
治
っ
て
い
く
こ
と
の
多
い
疾
患
な
の

で
す
。そ
の
た
め
、乳
幼
児
期
に
ア
レ
ル
ギ
ー
症

状
が
出
現
し
た
食
べ
も
の
で
も
、半
年
〜
１
年
ご

と
に
診
察
や
検
査
を
受
け
て
、食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

が
改
善
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
か
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
診
断
で
は
、ま
ず
、問
診

が
大
事
に
な
り
ま
す
。ど
ん
な
食
べ
物
を
ど
れ
だ

け
の
量
食
べ
た
の
か
、食
べ
て
か
ら
ど
の
く
ら
い

の
時
間
で
、ど
の
よ
う
な
症
状
が
出
現
し
た
の
か

を
確
認
し
ま
す
。以
前
に
食
べ
た
こ
と
が
あ
る
食

べ
物
か
、そ
の
時
の
様
子
は
ど
う
だ
っ
た
か
も
診

断
の
参
考
と
な
り
ま
す
。

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
で
よ
く
行
わ
れ
る
血
液
検

査
に
、「
抗
原
特
異
的Ig

E

抗
体
検
査
」が
あ
り
ま

す
。卵
白
や
ミ
ル
ク
な
ど
各
種
（
７０
種
類
以
上
）

の
食
物
抗
原
に
対
す
る
血
液
中
の
抗
体
量
を
測

定
で
き
る
検
査
で
、こ
の
数
値
が
高
い
食
べ
物
ほ

ど
、食
べ
た
と
き
に
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を
発
症
す

る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
表
3
で
示
す
と
お
り
、検
査
結
果
は
ク
ラ
ス
０

〜
６
で
提
示
さ
れ
、ク
ラ
ス
が
０
の
食
べ
物
で
は

ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が
出
現
す
る
確
率
は
か
な
り

低
く
、ク
ラ
ス
６
だ
と
症
状
が
出
現
す
る
確
率
が

か
な
り
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、い
ず
れ
も
絶

対
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
確
定

診
断
に
は
、実
際
に
食
品
を
食
べ
て
み
る
検
査
、

「
食
物
経
口
負
荷
試
験
」が
必
要
と
な
り
ま
す
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の

　
　
　
　
　
　
有
病
率
に
つ
い
て
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那
覇
市
立
病
院
小
児
科
で
は
、問
診
と
検
査
の

結
果
を
ふ
ま
え
て
、実
際
に
食
品
を
食
べ
て
症
状

が
出
現
す
る
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
「
食
物
経

口
負
荷
試
験
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
①
以
前
に
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が
出
現
し
た
食

品
の
抗
原
特
異
的Ig

E

抗
体
検
査
が
改
善
し
て

き
た
場
合
　
②
血
液
検
査
で
ア
レ
ル
ギ
ー
と
診

断
さ
れ
て
い
る
食
べ
物
を
は
じ
め
て
食
べ
る
場

合
　
③
入
園
や
入
学
に
際
し
て
、ア
レ
ル
ギ
ー
が

あ
る
か
な
い
か
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
い
場
合
な

ど
、必
要
に
応
じ
て
食
物
経
口
負
荷
試
験
を
行
い

ま
す
。ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が
じ
ん
ま
疹
の
み
な

ど
、軽
症
と
考
え
ら
れ
る
場
合
は
外
来
で
行
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、基
本
的
に
日
帰
り
入
院
で
負

荷
試
験
を
行
い
ま
す
。

　
負
荷
試
験
に
使
用
す
る
食
品
は
、こ
れ
ま
で
の

経
過
と
検
査
の
結
果
か
ら
決
定
し
ま
す
。例
え

ば
、卵
で
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
を
お
こ
し
た
こ
と

の
あ
る
お
子
さ
ん
で
は
、抗
原
特
異
的Ig

E

抗
体

検
査
の
結
果
を
確
認
し
、卵
含
有
ク
ッ
キ
ー
２
枚

（
ク
ッ
キ
ー
１
枚
に
つ
き
卵
1
g
含
有
）の
負
荷
試

験
を
行
い
ま
す
。図
1
と
図
2
を
ご
参
照
下
さ
い
。

食べたら15～20分のあいだをあけて、症状が出なければ増量して食べていきます。

症状がでてしまったら、その時点で負荷試験は終了となります。

保護者と症状を確認しながら、症状に対する治療を行います。

図 1：入院での食物経口負荷試験の様子

ク
ッ
キ
ー
を
１
／
８
枚
か
ら
食
べ
は
じ
め
、症
状

が
で
な
い
場
合
は
、ク
ッ
キ
ー
の
量
を
徐
々
に
増

や
し
て
計
２
枚
を
食
べ
て
も
ら
い
ま
す
。症
状
が

出
な
い
場
合
は
、医
師
や
栄
養
士
の
指
示
の
元
、

自
宅
で
ク
ッ
キ
ー
や
パ
ン
な
ど
の
卵
含
有
食
品

を
週
に
１
〜
２
回
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
自
宅
で
の
摂
取
で
も
問
題
が
な
け
れ
ば
、卵
含

有
量
の
多
い
食
品
（
カ
ス
テ
ラ
や
卵
豆
腐
、卵
焼

き
）の
負
荷
試
験
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。も
し
、負

荷
試
験
で
症
状
が
出
現
し
た
場
合
に
は
、食
物
除

去
を
継
続
し
、半
年
〜
１
年
あ
け
て
、再
度
負
荷

試
験
を
行
う
か
ど
う
か
検
討
し
ま
す
。

実際の食物経口負荷試験の一例

（卵含有クッキーを用いた負荷試験）

食
物
経
口
負
荷
試
験
に
つ
い
て

図 2

15～20 分 15～20 分 15～20 分

1/8 枚 1/4 枚 1/2 枚 1枚
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図 3：入院での食物経口負荷試験の様子（主治医と看護師、栄養士がチームを組んで負荷試験を行っています。）

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
お
い
て
は
、ア
レ
ル
ギ
ー

を
起
こ
す
食
品
と
、そ
の
症
状
が
ど
の
程
度
の
よ

う
な
も
の
な
の
か
、保
護
者
を
含
め
た
周
囲
の
大

人
が
、し
っ
か
り
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
大
事
に

な
り
ま
す
。ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
な
ど
、重
症
な

ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が
出
現
す
る
食
品
に
関
し
て

は
、厳
格
な
食
物
除
去
が
必
要
と
な
り
ま
す
し
、

ア
レ
ル
ギ
ー
が
な
い
食
品
に
関
し
て
は
、不
要
な

除
去
を
行
わ
な
い
こ
と
も
、と
て
も
大
切
で
す
。

　
実
際
に
食
品
を
食
べ
さ
せ
た
結
果
、ア
レ
ル

ギ
ー
症
状
の
出
現
が
出
た
か
ど
う
か
、症
状
の
程

度
を
判
定
す
る
「
食
物
経
口
負
荷
試
験
」は
、除

去
食
を
決
定
す
る
う
え
で
、と
て
も
有
用
で
す
。

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
で
那
覇
市
立
病
院
小
児
科

を
受
診
さ
れ
る
際
に
は
、か
か
り
つ
け
医
か
ら
の

紹
介
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。か
か
り
つ
け
医
の

先
生
と
ご
相
談
い
た
だ
き
、食
物
経
口
負
荷
試
験

が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、当
院
へ
の
紹

介
状
を
作
成
し
て
頂
い
て
下
さ
い
。火
・
金
曜
日

に
紹
介
患
者
様
用
の
予
約
枠
を
用
意
し
て
お
り

ま
す
の
で
、紹
介
状
を
受
け
取
ら
れ
て
か
ら
当
院

小
児
科
外
来
に
お
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。 さ

い
ご
に
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上原　朋子

沖縄県

琉球大学

小児科

名　　前

出 身 地

出身大学

診 療 科

うえはらともこ

　２年間小児病院で研修し、那覇市立病院
に戻ってきました。さっそく忙しく、皆さんに
支えられている毎日です。これからもよろし
くお願いします。

玉城　光由

沖縄県

琉球大学

泌尿器科

名　　前

出 身 地

出身大学

診 療 科

たまき　みつよし

　泌尿器科の玉城と申します。自分は今まで
琉球大学→宮古病院→琉球大学→中部徳洲
会病院→東京医療センター→琉球大学→那
覇市立病院と転勤して来ましたが、その中で
も那覇市立病院は、スタッフの連携がスムー
ズで患者に優しい病院だと実感しながら診
療しています。どうぞよろしくお願いします。

宮城　亮太

沖縄県

琉球大学

泌尿器科

名　　前

出 身 地

出身大学

診 療 科

みやぎ　りょうた

　本年度より毎週金曜の外来でお世話にな
ることになった宮城亮太と申します。初期研
修時代に外科で3ヶ月勉強させて頂いて以来、
久しぶりにここで働くことになり嬉しく感じ
ている次第です。酒と音楽をこよなく愛する
34才です。どうぞよろしくお願いします。

崎原みち代

沖縄県

琉球大学

内科

名　　前

出 身 地

出身大学

診 療 科

さきはら　みちよ

　研修医時代に、那覇市立病院にお世話に
なり、この度、縁があって再びこの病院で働
くことになりました。専門は糖尿病内科です
が、研修医の先生方と一緒に初心に戻って頑
張りたいと思っています。よろしくお願い致
します。

屋良　奈七

沖縄県

琉球大学

産婦人科

名　　前

出 身 地

出身大学

診 療 科

やら　    なな

　４月より半年間那覇市立病院にて勤務さ
せて頂くことになりました。初期研修では２
年間お世話になり、その後の２年は他の病院
で勤務し、那覇市立病院に戻ってまいりまし
た。また働けることを嬉しく思っています。よ
ろしくお願いします。

小野　愛菜

茨城県

北海道大学

産婦人科

名　　前

出 身 地

出身大学

診 療 科

お の　 あいな

　２年間那覇市立病院で初期研修し、琉球
大学の産婦人科に入局。１年振りに那覇市立
病院に戻ってきました。まだまだ頼りないと
ころもあると思いますが、精一杯頑張りたい
と思っていますので、どうぞよろしくお願いし
ます。

横田　尚子

東京都

弘前大学

内科
（後期研修医）

名　　前

出 身 地

出身大学

診 療 科

よこた　なおこ

　横浜市立大学附属病院で初期研修を行い、
研修医２年目の時の地域医療研修で、那覇市
立病院で学びました。とても勉強になったこ
ともあり、３年目以降は那覇市立病院で働き
たいと思い、就職しました。慣れないことも
多く、ご迷惑をおかけすると思いますが、よ
ろしくお願いします。

仲嶺　盛

沖縄県

旭川医科大学

眼科

名　　前

出 身 地

出身大学

診 療 科

なかみね　さかり

　眼科の仲嶺といいます。那覇市立病院で
頑張っていきたいと思っていますので、どうぞ
よろしくお願いします。

宮里　公也

沖縄県

琉球大学

内科（消化器）

名　　前

出 身 地

出身大学

診 療 科

みやさと　こうや

　これまで、琉球大学附属病院、県立宮古病
院と勤めてまいりました。救急、内視鏡ともに
症例数の多い那覇市立病院で働かせて頂く
ことになり、ワクワクしながらも気の引き締
まる思いです。

小池　奈央

長野県

信州大学

麻酔科

名　　前

出 身 地

出身大学

診 療 科

こいけ　 なお

　はじめまして。今年から麻酔科医として那
覇市立病院でお世話になります、小池奈央で
す。出身地は長野県で信州大学医学部を卒
業後、香川県で初期研修を終え、昨年琉球大
学麻酔科に入局し、今年から那覇市立病院
で勤務する事になりました。趣味はテニスと
ダイビングです。まだまだ未熟ですので、ご
迷惑をおかけすることも多数あるかと思いま
すが、少しでも皆様のお役に立てるように頑
張ります。よろしくお願いします。

西平　恵梨

沖縄県

琉球大学

放射線科

名　　前

出 身 地

出身大学

診 療 科

にしひら　え り

　初めまして。今年那覇市立病院放射線科でお世話に
なることとなった西平と申します。大学は琉球大学医学
部25期生で、卒業後は中頭病院で初期研修を行いまし
た。その後は、琉球大学放射線科に入局し、現在後期研
修医として勉強させていただいています。医師としては
5年目となりますが、一昨年出産し、今１才の子どもの子
育てをしながらではありますが、復帰することができま
した。そのため、まだまだ未熟な面や、両立の中で、皆様
に御協力をお願いすることも多くございますが、頑張っ
ていきたいと思っています。よろしくお願いします。

仲盛　健治

沖縄県

鹿児島大学

歯科口腔外科

名　　前

出 身 地

出身大学

診 療 科

なかもり けんじ

　大学卒業後、琉球大学附属病院での研修
から始まり、札幌医科大学→琉球大学→民間
病院（手稲渓仁会病院：札幌市）→富山大学
を経て約１０年振りに沖縄に戻って参りまし
た。モノレール越しに見える景色の変貌に驚
いています。「心のこもった良い医療」を提供
できるようがんばります。趣味はスポーツ観
戦です。

喜舍場由香

沖縄県

佐賀医科大学
（現:佐賀大学）

病理科

名　　前

出 身 地

出身大学

診 療 科

きしゃば　ゆか

　県立中部病院で内科研修、県立八重山病
院、自治医科大学で病理研修、県立南部医療
センターと勤務してまいりました。病理診断
科は、検査技師と病理医との分業によるチー
ムワークで成り立っています。採取された検
体からスライドガラス標本を作製し、顕微鏡
で観察し診断する仕事です。微力ながら自分
の出来ることを地味に頑張ります。どうぞよ
ろしくお願いします。

波照間友基

沖縄県

琉球大学

麻酔科

名　　前

出 身 地

出身大学

診 療 科

はてるま ゆうき

　北九州の小倉記念病院からきました、２年
８ヶ月間沖縄を離れていたので、景色の変わ
りようにビックリしています。いま一番困って
いることは、美味しいご飯処がなくなってし
まったことです。知っている方は、ぜひ教えて
下さい。

平成27年度　採用医師

（糖尿病・内分泌内科）

丸山　哲昇

沖縄県

九州大学

歯科口腔外科

名　　前

出 身 地

出身大学

診 療 科

まるやま　てっしょう

　はじめまして。歯科口腔外科の丸山と申し
ます。病院が活気づくよう頑張っていきたい
と思います。お世話になります。

喜瀬　乗基

沖縄県

琉球大学

耳鼻咽喉科

名　　前

出 身 地

出身大学

診 療 科

き せ　 のりもと

　はじめまして、琉球大学耳鼻咽喉科の喜瀬
と申します。今年の４月より非常勤医師とし
て、毎週木曜日に耳鼻科外来を担当させても
らうことになりました。微力ながらよろしく
お願いします。   
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鮮
力
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上原　弘崇
沖縄県
岐阜大学
初期研修医

名　　前

出 身 地

出身大学

診 療 科

うえはら　 ひろたか

　はじめまして。４月より初期研修医としてお世話になります、
上原弘崇と申します。幼い頃よりこの地域で育ってきたこともあ
り、地元の病院に入職できたことをとても嬉しく思います。中学
から大学まで、野球部に所属していました。スポーツ全般、観る
のも、するのも大好きです。社会人として知識経験とも未熟では
ありますが、学生時代の経験も活かしながら、初期研修のこの２
年間精一杯頑張りたいと思います。よろしくお願い致します。

兼島　明子
沖縄県
琉球大学
初期研修医

名　　前

出 身 地

出身大学

診 療 科

かねしま　　あきこ

　はじめまして。今年度より初期臨床研修医として、
那覇市立病院で勤務することになりました、兼島明子
と申します。中学高校では合唱部に所属していました
が、大学でスポーツに目覚め、部活はバドミントン部に
所属し、部活仲間と那覇マラソンにも出場しました。少
しでも成長できる様に頑張っていきたいと思います。
どうぞよろしくお願いいたします。

内原　志野
沖縄県
久留米大学
初期研修医

名　　前

出 身 地

出身大学

診 療 科

うちはら　 　し　の

　沖縄県名護市出身で、高校は昭和薬科附属高校、大学は
久留米大学を卒業しました。大学時代はボートという競技
をやっており、大学の横を流れる筑後川で毎日ボートを漕い
でいました。部活で鍛えた精神力や忍耐力を仕事でも活か
していきたいと考えています。２年間初期研修医として精一
杯頑張ってまいりますので、御指導の程よろしくお願い致し
ます。

川木　詠美
沖縄県
琉球大学
初期研修医

名　　前

出 身 地

出身大学

診 療 科

かわ　き　　　え　み

　平成２年生まれ、南風原町出身、開邦高校２０期生、琉球
大学２９期卒業です。大学時代はバンドやハンドボール部
のマネージャーをしておりました。医師として非常に重要な
２年間を那覇市立病院で過ごせることを大変嬉しく思うと
共に、少しでも貢献できるよう日々努力して参りたいと思
います。そして、広い視野をもちつつ、細部にも気を配れる
医療人を目指します。どうぞよろしくお願い申し上げます。

古波藏美幸
沖縄県
琉球大学
初期研修医

名　　前

出 身 地

出身大学

診 療 科

こ　はぐら　みゆき

　はじめまして。今年度より初期研修医として働かせ
て頂きます、古波藏美幸と申します。中学、高校でバス
ケットボール部に所属していたので、体を動かす事が
好きです。先生方や患者さんから多くのことを学び、
医師としても社会人としても成長していきたいです。
どうぞよろしくお願いします。

城戸口啓介 
千葉県
琉球大学
初期研修医

名　　前

出 身 地

出身大学

診 療 科

き　ど　ぐち　けいすけ

　千葉県出身で、関東で会社員として過ごしてきま
した。その後、琉球大学に学士編入学し、4月より初
期研修医として働くことになりました。沖縄に来た当
初は、戸惑うこともありましたが、今ではこの土地が
気に入っています。趣味はジョギングで、那覇マラソ
ンやおきなわマラソンにも参加しました。早く仕事に
慣れて、皆様のお役に立ちたいと思っております。

米須　栞
沖縄県
久留米大学
初期研修医

名　　前

出 身 地

出身大学

診 療 科

こめ　す　　しおり

　初めまして。この度、初期研修医として那覇市立病
院で働かせていただくことになりました。至らぬ点が
多々あると思いますが、これからしっかり勉強して、元
気よく、根気強く頑張っていこうと思います。スポーツ
が大好きで、特にテニスが好きなので、誘って頂けると
嬉しいです。どうぞよろしくお願い致します。

上地　修裕
沖縄県
帝京大学
初期研修医

名　　前

出 身 地

出身大学

診 療 科

うえち　 　やすひろ

　帝京大学出身の上地修裕です。高校大学と柔道を
やっており、体を鍛えるのが好きなのですが、同時に食
べる事も好きなのが最近の悩みです。忙しい毎日にな
ると思いますが、ちゃんと患者さんの声を聞いて勉学
に励み、那覇市立病院のチームの一員として戦力にな
るように頑張りますので、よろしくお願いします。

中林　裕貴
東京都
昭和大学
初期研修医

名　　前

出 身 地

出身大学

診 療 科

なかばやし　　ひろき

　初めまして。今年度より初期研修医として勤務させ
ていただきます、中林裕貴と申します。小中高大と約１８
年間サッカー部に所属していました。部活動を通じて、
心身共に鍛え上げ、継続する力を養いました。東京を
初めて離れ不安な気持ちで一杯ですが、一日一日成長
できるよう精一杯頑張ります。よろしくお願い致しま
す。

井上　綾乃
東京都
東京医科大学
初期研修医

名　　前

出 身 地

出身大学

診 療 科

いのうえ　　あやの

　はじめまして。東京医科大学出身の井上綾乃です。
今年から那覇市立病院で初期研修医としてお世話に
なります。初めての沖縄で緊張しておりますが、一所懸
命頑張りますので、ご指導頂けますようお願い申し上
げます。

仲田みゆき
沖縄県
琉球大学
初期研修医

名　　前

出 身 地

出身大学

診 療 科

なか だ

　はじめまして。４月から初期研修医として働かせて
いただきます、仲田みゆきです。ようやく医師として
の第一歩を踏み出せた喜びと共に緊張・不安があり
ますが、一生懸命少しでも多くの事を学び、病院や地
域の方々に貢献できるように頑張りたいと思います。
皆様よろしくお願いいたします。

宮城　裕人
沖縄県
琉球大学
初期研修医

名　　前

出 身 地

出身大学

診 療 科

みや ぎ　　 ひろ と
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　はじめまして。今年度より初期研修医として那覇
市立病院にて勤務することとなりました、琉球大学
卒業の宮城裕人と申します。中学、高校でソフトテニ
ス部、大学では硬式テニス部に所属し、運動すること
が大好きです。これから出会う患者様、同期の仲間
や、上の先生方への感謝の心を忘れずに日々頑張っ
ていきます。
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こ
の
度
、平
成
２７
年
４
月
１
日
付
け
を
も
ち
ま
し
て
副
院
長
兼
看
護
部

長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。副
院
長
と
し
て
の
役
割
と
責
任
の
重
さ
を
ひ

し
ひ
し
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
私
の
使
命
は
前
看
護
部
長
の
思
い
を
継
承
し
、看
護
の
質
の
向
上
に
努

め
チ
ー
ム
医
療
に
貢
献
し
新
体
制
の
看
護
部
を
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
だ

と
考
え
て
お
り
ま
す
。当
院
で
は
看
護
理
念
の
達
成
で
き
る
人
材
を
育
て

る
た
め
に
ク
リ
ニ
カ
ル
ラ
ダ
ー
に
合
わ
せ
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん

で
い
ま
す
。ま
た
、昨
年
よ
り
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
ナ
ー
シ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
看
護
職
が
相
互
に
学
び
あ
い
支
え
合
い
成
長
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
看
護
の
質
向
上
を
は
か
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。看
護
職
と

し
て
の
キ
ャ
リ
ア
が
着
実
に
つ
め
る
よ
う
な
研
修
体
制
の
構
築
を
行
い
、

患
者
さ
ん
や
ご
家
族
、地
域
の
医
療
従
事
者
の
皆
様
へ
も
貢
献
協
働
で
き

る
よ
う
に
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、療
養
を
支

援
す
る
部
門
の
立
ち
上
げ
に
よ
り
、在
宅
で
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
高
め
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。患
者
さ
ん
が
満
足
し
、看
護
師
自
身
も
や
り
が

い
感
を
得
ら
れ
る
看
護
が
実
践
で
き
る
看
護
職
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
さ
て
2025
年
ま
で
あ
と
１０
年
と
な
る
今
年
は
、地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
向
け
て
地
域
と
の
連
携
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。地
域

支
援
病
院
と
し
て
当
院
に
お
い
て
も
地
域
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
施
設
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
患
者
さ
ん
の
病
態
に
あ
わ
せ
た
最
善
の
医

療
を
切
れ
目
な
く
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。地
域
に
必
要
と
さ
れ
る 

病
院
を
目
指
し
、微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、副
院
長
と
し
て
、組
織
運
営
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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看
護
部
長

新
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一
昔
前
の
病
院
は
、ひ
と
り
の
医
師
が
患
者
さ

ん
の
治
療
、専
門
的
処
置
そ
し
て
退
院
先
を
決
め

る
よ
う
な
時
代
で
し
た
。近
年
の
医
療
の
発
展
は

急
速
で
、治
療
の
高
度
化
や
専
門
分
野
の
細
分

化
、療
養
環
境
の
複
雑
化
な
ど
、ひ
と
り
の
医
師

で
は
手
に
負
え
な
い
時
代
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
時
代
背
景
と
と
も
に
多
職
種
と
の

連
携
が
重
要
視
さ
れ
、「
チ
ー
ム
医
療
」と
い
う
考

え
方
が
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。今
回
紹
介
す
る

の
は
「
呼
吸
ケ
ア
チ
ー
ム
」に
つ
い
て
で
す
。

　
呼
吸
ケ
ア
チ
ー
ム
は
主
に
人
工
呼
吸
器
を
装

着
し
た
患
者
さ
ん
の
回
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。呼

吸
ケ
ア
チ
ー
ム
へ
参
加
す
る
職
種
は
人
工
呼
吸

管
理
に
精
通
し
た
医
師
、看
護
師
、理
学
療
法
士
、

臨
床
工
学
技
士
が
一
般
的
と
な
り
ま
す
が
、那
覇

市
立
病
院
で
は
管
理
栄
養
士
と
歯
科
衛
生
士
も

呼
吸
ケ
ア
チ
ー
ム
に
加
わ
っ
て
い
ま
す
。呼
吸
ケ

ア
チ
ー
ム
は
人
工
呼
吸
器
を
装
着
し
た
患
者
さ

ん
の
安
全
管
理
や
合
併
症
の
予
防
、人
工
呼
吸
器

を
で
き
る
だ
け
早
く
外
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
方
法
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
例
え
ば
肺
炎
で
人
工
呼
吸
器
を
装
着
し
て
い

る
ご
高
齢
の
患
者
さ
ん
が
い
る
と
し
ま
す
。呼
吸

ケ
ア
チ
ー
ム
の
各
職
種
の
役
割
を
以
下
に
述
べ

ま
す
と
、医
師
は
行
わ
れ
て
い
る
肺
炎
の
治
療
や

人
工
呼
吸
器
の
設
定
な
ど
を“

評
価”

し
、で
き

る
だ
け
早
く
人
工
呼
吸
器
を
外
せ
る
よ
う
な
方

法
を
考
え
ま
す
。看
護
師
は
元
の
日
常
生
活
に
戻

れ
る
よ
う
に“

多
角
的
な
援
助”

を
考
え
ま
す
。

理
学
療
法
士
は“

身
体
機
能
を
評
価
し
、リ
ハ
ビ

リ
開
始
を
検
討”

し
ま
す
。臨
床
工
学
技
士
は
医

療
機
器
の
専
門
的
視
点
か
ら“

安
全”

を
守
っ
て

い
ま
す
。管
理
栄
養
士
は“

必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
栄
養
素
の
バ
ラ
ン
ス
を
検
討”

し
、歯
科
衛
生

士
は
肺
炎
の
原
因
と
な
る“

口
腔
内
環
境
の

チ
ェ
ッ
ク
や
指
導”

を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
各
職
種
が
ひ
と
り
の
患
者
さ

ん
に
対
し
て
高
い
専
門
性
を
発
揮
し
た
意
見
や

提
案
を
述
べ
、そ
れ
ら
を
集
約
し
、患
者
さ
ん
個

人
に
適
し
た
治
療
や
ケ
ア
を
見
つ
け
出
し
、そ
れ

を
活
か
す
こ
と
が
真
の
「
チ
ー
ム
医
療
」と
な
り

ま
す
。こ
の
よ
う
な
チ
ー
ム
医
療
を
お
こ
な
う
こ

と
で
、患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
が
安
心
し
て
受

け
ら
れ
る
医
療
の
提
供
に
繋
が
る
と
考
え
、そ
れ

ぞ
れ
の
職
種
が
日
々
精
進
し
て
い
ま
す
。

チーム

医療紹介

「呼吸ケアチーム」
呼吸ケア・栄養サポート

担当看護師長 清水 孝宏

↑上図：回診中の「呼吸ケアチーム」の様子

←左図：様々な職種がチームを結成し、患者さんを
　　　　回診している様子
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図 1. フォーラムの様子
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地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院

シ
リ
ー
ズ

　
那
覇
市
立
病
院
は
沖
縄
県
の
が
ん
拠
点
病
院
で

す
。拠
点
病
院
の
事
業
と
し
て
「
が
ん
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。今
年
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

企
画
す
る
う
え
で
、最
初
に
思
い
浮
か
ん
だ
の
は
、あ

る
一
人
の
患
者
さ
ん
の
こ
と
で
し
た
。そ
の
方
は
抗

が
ん
剤
治
療
で
体
が
き
つ
い
時
も
、職
場
の
上
司
の

理
解
を
得
な
が
ら
仕
事
を
続
け
て
い
ま
し
た
が
、

徐
々
に
職
場
の
人
に
気
を
使
う
よ
う
に
な
り
、仕
事

を
辞
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。職
場
で
は
患
者
さ
ん
の

環
境
を
考
慮
し
、体
の
負
担
が
少
な
い
部
署
へ
変
え

て
く
れ
た
り
、通
院
の
日
は
、勤
務
時
間
を
変
更
し
て

く
れ
た
り
、仕
事
が
忙
し
い
中
で
も
治
療
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
あ
わ
せ
て
有
給
を
と
ら
せ
て
く
れ
た
り

し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず…

。

２
０
１
４
年
度 
が
ん
フ
ォ
ー
ラ
ム

『
が
ん
と
就
労 
〜
が
ん
に
な
っ
て
も

　
仕
事
を
辞
め
な
い
、
辞
め
さ
せ
な
い
〜
』
を

開
催
し
て

呼
吸
器
内
科
医
長

松
野 
和
彦

　
そ
の
時
に
感
じ
た
「
ど
う
し
た
ら
こ
の
方
が
仕
事

を
続
け
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
」と
い
う
思
い
を

き
っ
か
け
に
、が
ん
と
就
労
に
つ
い
て
興
味
を
持
つ

よ
う
に
な
り
、今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
に
至
り
ま

し
た
。

○
日
本
人
は
一
生
の
う
ち
、約
２
人
に
１
人
が
、が
ん

　
に
罹
患
す
る
。

○
毎
年
約
２２
万
人
の
２０
〜
６４
才
の
方
が
、が
ん
に
罹 

　
患
し
て
い
る
。

○
全
て
の
が
ん
で
の
５
年
生
存
率
は
６
割
近
く
ま
で

　
上
昇
し
て
い
る
。

と
い
っ
た
、が
ん
患
者
・
経
験
者
の
方
の
就
労
機
会

が
増
え
て
い
る
こ
と
を
背
景
に
、「
が
ん
に
な
っ
て
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
構
築
」、「
働
く
世
代
へ

の
が
ん
対
策
の
充
実
」を
目
標
と
し
た
、が
ん
対
策
推

進
基
本
計
画
が
平
成
２４
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
て

い
ま
す
。　

　
つ
ま
り
国
が
、が
ん
患
者
・
経
験
者
の
方
の
就
労

を
支
援
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。一
方
で
が
ん
に
罹
患
し
た
勤
労
者
の
約
３０
％

が
依
願
退
職
、約
４
％
が
解
雇
、自
営
業
の
約
１３
％
が

廃
業
し
て
い
る
（
平
成
１６
年
厚
生
労
働
省
研
究
班
ま

と
め
）と
い
っ
た
現
実
も
あ
り
、が
ん
患
者
・
経
験
者

の
方
の
就
労
支
援
に
は
超
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
壁

が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
第
一
部
と
し
て
、社
会
保
険
労

務
士
の
湯
浅
裕
敏
先
生
を
迎
え
、就
労
者
の
権
利
・

雇
用
者
の
義
務
に
つ
い
て
、ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
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図 2. 湯浅 社会保険労務士

図 3. グループワークの様子

図 4. 司会進行の松野和彦呼吸器内科医長

　
法
律
の
専
門
家
と
し
て
、就
労
支
援
に
立
ち
ふ
さ

が
る
問
題
点
を
解
決
す
る
為
の
法
律
や
考
え
方
を
、

具
体
的
な
判
例
を
含
め
お
話
し
し
て
頂
き
、参
加
者

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
も
っ
と
話
を
聞
き
た
か
っ
た
と

い
う
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。あ
る
長
距
離
ト

ラ
ッ
ク
運
転
手
が
、が
ん
治
療
後
に
ト
ラ
ッ
ク
の
運

転
が
出
来
な
く
な
り
、解
雇
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
際
、

運
転
が
出
来
な
い
事
に
よ
る
解
雇
は
不
当
で
あ
り
、

運
転
以
外
の
仕
事
を
与
え
る
よ
う
裁
判
所
が
判
断
を

下
し
た
と
い
う
判
例
は
非
常
に
印
象
的
で
し
た
。

　
第
二
部
で
は
が
ん
患
者
の
方
々
が
就
労
を
継
続
し

て
い
く
上
で
問
題
と
な
る
点
を
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と

い
う
形
で
挙
げ
て
も
ら
い
ま
し
た
。こ
こ
で
は
患
者
、

企
業
、医
療
者
、行
政
、マ
ス
コ
ミ
、そ
れ
ぞ
れ
が
把
握

す
る
べ
き
情
報
（
現
状
、気
持
ち
、法
律
、制
度
）が
十

分
に
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
連

携
も
十
分
に
と
れ
て
い
な
い
と
い
っ
た
問
題
が
浮
き

彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　
が
ん
患
者
・
経
験
者
の
方
が
就
労
を
続
け
て
い
く

上
で
重
要
な
事
の
一
つ
と
し
て
、社
会
全
体
が
「
が

ん
患
者
・
経
験
者
の
方
が
身
近
な
環
境
に
い
て
当
た

り
前
」と
い
う
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
は
欠
か
せ
な

い
と
思
い
ま
す
。こ
う
い
っ
た
社
会
を
作
っ
て
い
く

為
に
、今
回
の
よ
う
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
繰
り
返
し
開

催
す
る
こ
と
で
、現
状
や
問
題
点
を
社
会
に
発
信
し

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
て
下
さ
っ
た

方
々
や
、講
師
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
社
会
保
険
労

務
士
の
湯
浅
先
生
、マ
ン
マ
家
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
久
高

院
長
、那
覇
市
立
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
方
に
お
礼

を
述
べ
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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那覇市立病院ではご自宅や職場のお近くにかかりつけ医をお持ちいただく

『二人主治医』制を推進しています

お近くの「かかりつけ医」からご紹介を頂き、専門的治療を行います。

状態が安定しましたら、元の「かかりつけ医」で治療を継続していただきます。

地域医療連携における当院の役割につきまして

皆さまのご理解・ご協力をお願い致します

那覇市立病院は「かかりつけ医」・「那覇市立病院登録医」とともに

　　　　 患者さんの健康を見守ります

那覇市立病院を受診される患者さんへ

当院は県知事承認の地域医療支援病院です。

救急医療・入院治療・特殊検査等の専門医療を実施し、

地域の医療機関を後方支援する診療をしています。

医療連携の流れ

患
者
さ
ん

かかりつけ医
（地域医療機関）

紹介状

専門的な治療

精密検査

入院

手術

（診療情報提供書）

（MR I・CT検査） 【地域医療支援病院】

那覇市立病院
地方独立行政法人
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材　料

メディカル
レシピ 春野菜のラタトゥイユ
菜の花や春キャベツなどの明るい色彩の春野菜が店頭に並び、
野菜が手に入りやすい季節になってきました。
主菜や副菜としても利用でき、野菜をしっかり摂ることができる
ラタトゥイユを紹介します。
また、色んな料理にアレンジできるので、常備菜としても大活躍するメニューの一つです。

作 り 方

①　なすは３ｃｍ幅の半月切りにし、セロリは８ｍｍ幅、玉ねぎはくし形に切る。
　　パプリカ、タケノコは乱切り、ズッキーニは輪切りにする。
　　にんにくはみじん切りにする。
②　鍋にオリーブ油 (大さじ 2) を入れ、にんにくと赤唐辛子を加える。
　　　弱火でじっくり炒め、香り、風味を出す。
③　②の鍋に玉ねぎ、パプリカ (赤、黄 )、タケノコ、セロリ、
　　　なすの順に加えて炒める。
　　※残りのオリーブオイルを適宜加えながら炒めていく。
④　③の鍋にふたをして弱火で 5分煮る。
⑤　トマト缶、白ワイン、ローリエやタイムを加える。
　　ふたを取り、時々混ぜながら中火で２０分煮る。
⑥　塩、こしょうで味を調えて完成！

13

春野菜のラタトゥイユ

・パプリカ（赤）　１個
・ズッキーニ（黄）　１本
・なす　１本
・新玉ねぎ　小１個
・タケノコ
・セロリ　１／２本 
・カットトマト（缶詰）　１缶
・ニンニク　１片
※盛りつけはパセリを添えてます。

・オリーブオイル　大さじ３ 
・ローリエ　１枚 
・白ワイン　３０cc 
・塩　小さじ１／２ 
・こしょう　少々 
・タイム（又はお好みのハーブ）　適宜 
・ニンニク　１片

トマトの酸味とハーブの香りを活かした減塩メニューです♪

鶏肉のソテーラタトゥイユ添え

そのまま食べても美味しいですが
肉や魚をメインにして
ソースとして
アレンジもできます。

その他の野菜
アスパラガス・さやえんどう・菜の花

春キャベツなどを入れても
楽しめます
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ご
意
見

回
　
答

　

病
室
内
の
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
は
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
か
イ
ヤ
ホ
ン
を

使
用
し
て
視
聴
す
る
よ
う
指
導
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す

　

入
院
中
に
病
室
内
で
の
テ
レ
ビ
な
ど
を
視
聴
さ
れ
る
際
は
、イ

ヤ
ホ
ン（
利
用
者
が
用
意
し
ま
す
）を
使
用
し
て
視
聴
す
る
よ
う

呼
び
か
け
て
お
り
ま
す
が
、徹
底
に
至
ら
な
い
部
分
が
あ
り
、大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
致
し
ま
し
た
。

　

平
成
２７
年
４
月
１
日
よ
り
、新
し
い
床
頭
台（
テ
レ
ビ・冷
蔵
庫
・

金
庫
・
収
納
が
一
体
と
な
っ
た
棚
）が
導
入
さ
れ
、イ
ヤ
ホ
ン
を
使

用
し
な
い
と
音
が
聞
こ
え
な
い
設
定
へ
変
更
し
て
お
り
ま
す
。個

室
や
特
別
室
は
例
外
と
な
り
ま
す
が
、病
室
の
環
境
に
応
じ
て
音

の
有
り
・
無
し
は
、当
院（
各
病
棟
）で
設
定
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の

で
ご
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。貴
重
な
ご
意
見
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
ポ
ス
ト
と
は
・
・
・

病
院
に
対
す
る
意
見
・
要
望
・
苦
情
の
投
書
箱
の
こ
と
で
す
。

当
院
で
は
院
内
各
所
に
「
ふ
れ
あ
い
ポ
ス
ト
」
を
設
置
し

病
院
改
善
や
患
者
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

ふ
れ

あ
いポス

ト

皆様からの
声

制
服
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し
た
！

　
平
成
２６
年
１０
月
１
日
よ
り
看
護
師
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
お

気
づ
き
に
な
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？

　
看
護
師
は
一
番
数
が
多
く
、
特
に
他
職
種
と
変
化
が
あ
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
、
女
性
看
護
師
の
襟

ラ
イ
ン
は
優
し
く
丸
み
を
も
た
せ
、
女
性
ら
し
い
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
施
し
、
胸
元
と
ポ
ケ
ッ
ト
縁
に

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
バ
ー
ガ
ン
デ
ィ
を
配
色
し
て
あ
り
ま
す
。
男
性
看
護
師
も
同
じ
く
胸
元
と
ポ

ケ
ッ
ト
一
部
に
ロ
イ
ヤ
ル
ブ
ル
ー
を
配
色
し
て
お
り
、
爽
や
か
さ
を
演
出
し
て
い
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
と
多
く
の
時
間
を
過
ご
す
看
護
師
は
、
従
来
の
白
を
基
調
と
し
た
ナ
ー
ス
服
に
す
る
こ

と
で
、
患
者
さ
ん
が
親
し
み
を
持
ち
、
安
心
感
が
得
ら
れ
る
と
の
ご
意
見
が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
４
年
に
１
度
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
年
々
様
々
な
デ
ザ
イ
ン
が
出
て
い
ま
す
が
、

そ
の
中
か
ら
那
覇
市
立
病
院
と
し
て
一
番
相
応
し
い
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
、
様
々
な
職
種
の
意
見
を
取

り
入
れ
な
が
ら
選
定
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
４
年
後
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は
一
体
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
、
楽
し
み
で
す
ね
。

図 1：（左）女性看護師の制服　（右）男性看護師の制服
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登 録 医 紹 介 当院と連携してる登録医を紹介しています
当院は病診連携を一層推進するために登録医制を設けております。オープンシステムも備えています。
お問い合せは地域医療連携室まで！　TEL.098-884-5134（直通）　FAX.098-886-5502

1

整形外科よざクリニック
【診療科】整形外科･リウマチ科･リハビリテーション科･スポーツ整形
【検　査】オープンMRI･全身型骨密度検査･超音波検査･院内血液検

【診療科】内科・消化器内科・肝臓内科　　　内視鏡（胃カメラ・大腸カメラ）・生活習慣病

院長　與座 格

〒900-0014 那覇市松尾 2-2-25-4 号（メディカルプラザまつお２Ｆ）

休診日：水､土午後・日曜・祝祭日・旧盆

月　火　水　木　金　土
8：30～12：30受付

午　前

午　後
2：30～6：00受付 ／ ／

※

８66－1143

なかよし内科クリニック

院長　仲吉 朝史

〒90２-００６８那覇市真嘉比２丁目２９番２８号

休診日：水曜・日曜・祝祭日　
　　　　※土曜日は１５：００まで

月　火　水　木　金　土
8：30～12：00受付

午　前

午　後
1：30～5：00受付 休

休

８87－3333
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〒902-8511 沖縄県那覇市古島２丁目３１番地１　TEL 098-884-5111(代)

診療科
内科　呼吸器内科　循環器内科　消化器内科
血液内科　腎臓内科　糖尿病内科　内分泌内科　
リウマチ科　小児科　精神科　外科
呼吸器外科　消化器外科　小児外科　内視鏡外科
乳腺外科　整形外科　脳神経外科　皮膚科
泌尿器科　産婦人科　眼科　耳鼻咽喉科　救急科　
リハビリテーション科　病理診断科　放射線診断科
放射線治療科　麻酔科　歯科口腔外科　歯科

一、私たちは、市民の安心できる病院をめざします。

一、私たちは、微笑みと優しさを持って接するよう努めます。

一、私たちは、診療内容をわかりやすく説明・開示するように努めます。

一、私たちは、いつも最新の質の高い医療をめざします。

一、私たちは、地域の医療機関と協力して開かれた病院を目指します。

一、私たちは、医療・福祉・保健の相互連携の発展に努めます。

受付時間
8:00～11:00／13:00～16:00　
※診療科によって異なる

病院理念

患者さんの権利
・だれでも人権が尊重され良質な医療を公平に受ける権利
を持っています。
・病気、検査、治療などについて、理解しやすい言葉や方法で
十分な説明を受ける権利があります。
・十分な説明を受けた上で、治療方法などを自分の意志で選
択する権利があります。
・診療の過程で得られた個人情報は守られ、プライバシーは
可能な限り尊重されます。
・自分の診療記録情報の開示を求めることができます。

病院からのお知らせ
歯科口腔外科外来のご案内

※歯科外来初診は午前 8:00～11:00　午後 1:30～3:00 まで    
※紹介状がない場合は歯科口腔外科へお問い合わせ下さい。    
※▲印は、再診予約の患者さんのみの受付になります。    
（緊急患者は随時受付けます。）

午後

午前

科　名 診療 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

歯科口腔外科

仲盛　健治 仲盛　健治 仲盛　健治 琉大医師

琉大医師

仲盛　健治

仲盛　健治 仲盛　健治 仲盛　健治 ▲仲盛　健治 仲盛　健治

津波古　判

▲津波古　判

▲津波古　判▲津波古　判

津波古　判 津波古京子 手術 津波古　判

津波古　判 津波古　判 津波古京子 津波古　判
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